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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
日
本
を

含
む
世
界
各
国
に
お
い
て
、

多
く
の
人
々
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
医
療

機
関
へ
の
入
院
や
自
宅
で
の

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ま
た
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
た
。
２
０
２
３
年
５
月

８
日
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
５

類
感
染
症
に
移
行
し
弱
毒
化

し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
、
生
保
業
界
が
い
か

な
る
対
応
を
行
っ
た
の
か
、

ま
た
、
い
か
に
し
て
社
会
保

障
制
度
を
補
完
す
る
社
会
的

基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
た
の
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
後
の

取
り
組
み
を
、
時
系
列
的
に

か
つ
具
体
的
な
数
字
や
事
例

を
示
し
な
が
ら
、
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。
本
書
は
２
部
構
成
で
あ

り
、
以
下
、
各
部
の
内
容
を

紹
介
す
る
。

　
第
１
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
、
生
保
を
中
心
と
す
る
保

険
業
界
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
章

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
な
ら
び
に
感
染
拡
大
」

は
、
19
年
に
中
国
武
漢
市
で

原
因
不
明
の
肺
炎
が
発
生
し

て
か
ら
、
世
界
的
に
感
染
が

拡
大
し
た
経
緯
を
解
説
し
て

い
る
。
日
本
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法

上
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、
感
染
者
数
の
急
増
に
よ

り
医
療
供
給
体
制
が
逼
迫
し

て
、
「
自
宅
療
養
」
が
発
生

し
た
時
期
で
あ
る
。
第
２
章

「
生
保
各
社
・
生
保
協
会
の

対
応
」
は
、
被
保
険
者
が

「
自
宅
療
養
」
と
な
っ
た
場

合
に
、
生
保
各
社
が
い
わ
ゆ

る
「
み
な
し
入
院
」
と
し

て
、
入
院
給
付
金
を
支
払
う

措
置
を
取
る
に
至
っ
た
経
緯

を
説
明
し
て
い
る
。
本
来
、

入
院
給
付
金
を
支
払
う
タ
イ

プ
の
保
険
は
、
約
款
上
、

「
治
療
を
目
的
と
し
た
、
病

院
ま
た
は
診
療
所
へ
の
入

院
」
な
ど
を
支
払
事
由
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
み
な

し
入
院
」
は
、
ま
さ
に
約
款

規
定
を
超
え
た
、
社
会
的
要

請
を
受
け
て
の
対
応
で
あ

る
。
第
３
章
「
『
オ
ミ
ク
ロ

ン
型
』
以
降
の
状
況
」
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
型
の
出
現
に
よ

り
、
感
染
が
急
拡
大
し
た
局

面
に
お
い
て
、
自
治
体
の
判

断
に
よ
り
「
み
な
し
陽
性
」

の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
、

こ
の
「
み
な
し
陽
性
」
に
つ

い
て
も
生
保
各
社
が
入
院
給

付
金
等
の
支
払
対
象
と
し
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。
特
に
、

神
奈
川
県
が
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
導
入
し
た
「
自
主

療
養
制
度
」
に
つ
い
て
、

「
み
な
し
入
院
」
の
取
り
扱

い
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
点

は
注
目
さ
れ
る
。
第
４
章

「
療
養
期
間
と
給
付
金
支
払

対
象
期
間
」
は
、
厚
生
労
働

省
が
定
め
る
療
養
期
間
と
入

院
給
付
金
の
支
払
対
象
期
間

と
の
関
係
を
、
図
表
を
使
っ

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。
第
５
章
「
『
み
な
し

入
院
』
に
よ
る
入
院
給
付
金

支
払
対
象
等
の
見
直
し
」
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
変
容
に
伴
い
、
重
症
化
率

は
低
下
す
る
一
方
で
感
染
は

急
激
に
拡
大
し
、
「
み
な
し

入
院
」
に
対
す
る
支
払
い
が

著
し
く
急
増
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
「
み
な
し
入
院
」
に

よ
る
支
払
対
象
が
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
を
解

説
し
て
い
る
。
第
６
章
「
感

染
症
法
上
の
取
扱
変
更
」
と

第
７
章
「
保
険
金
等
の
支
払

状
況
」
で
は
、
23
年
５
月
８

日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
生
保
各

社
は
「
み
な
し
入
院
」
に
よ

る
給
付
金
支
払
い
を
収
束
さ

せ
る
に
至
っ
た
が
、
「
み
な

し
入
院
」
に
よ
る
入
院
給
付

金
支
払
額
は
、
生
保
業
界
全

体
の
累
計
支
払
額
が
１
兆
円

近
く
に
の
ぼ
り
、
中
に
は
モ

ラ
ル
リ
ス
ク
が
疑
わ
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
く
発
生
し
た
と
す

る
。
第
８
章
「
諸
外
国
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
応
状
況
」
で
は
、
日

本
と
諸
外
国
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
生
保

業
界
の
対
応
を
比
較
し
、
日

本
の
顧
客
対
応
が
か
な
り
手

厚
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
と
て
も
興
味
深
い
。

　
第
２
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後

の
日
本
の
生
保
市
場
と
世
界

最
大
の
生
保
市
場
で
あ
る
米

国
市
場
を
比
較
し
な
が
ら
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
生
保
業
界

に
も
た
ら
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
に
つ
い
て
、
著
者
独

自
の
視
点
か
ら
考
察
し
て
い

る
。
第
１
章
「
コ
ロ
ナ
禍
を

契
機
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の

急
進
展
、
生
保
業
界
の
取
組

み
」
で
は
、
３
密
の
回
避
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い

生
活
様
式
を
受
け
て
、
生
保

業
界
は
、
非
接
触
・
非
対
面

に
よ
る
販
売
活
動
が
可
能
と

な
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
大
き
く

か
じ
を
切
っ
た
こ
と
が
、
具

体
的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら

解
説
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
主

要
国
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
と
し
て
、
保
険
業

界
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
が
進
み
、
顧
客
の
利
便
性

向
上
や
保
険
会
社
の
業
務
プ

ロ
セ
ス
効
率
化
が
図
ら
れ
た

と
す
る
。
第
２
章
「
米
国
・

日
本
に
お
け
る
生
保
市
場
の

現
状
と
課
題
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
後
の
米
国
と
日
本
の
生
保

市
場
の
動
向
を
分
析
し
て
い

る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
米
国
市
場
と
日
本
市
場

に
お
い
て
、
生
命
保
険
に
対

す
る
理
解
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
、
生
保
加
入
を
阻
む

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
日
本

で
は
、
世
帯
主
の
死
亡
保
障

額
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
死

亡
保
障
不
足
は
諸
外
国
と
比

較
し
て
も
深
刻
な
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
信
頼
で
き
る

専
門
家
に
相
談
し
て
、
保
険

の
知
識
不
足
を
解
消
す
る
こ

と
が
一
つ
の
カ
ギ
で
あ
る
と

す
る
。
第
３
章
「
今
後
の
展

望
」
で
は
、
生
保
加
入
を
妨

げ
て
い
る
最
大
の
要
因
が
生

命
保
険
に
関
す
る
理
解
不
足

で
あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
消

費
者
に
対
す
る
教
育
・
啓
発

が
重
要
だ
と
指
摘
す
る
。
生

保
会
社
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
情
報
提
供
や
商
品
提
案

等
に
お
け
る
「
質
」
の
向
上

と
、
営
業
活
動
の
「
量
」
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
で
あ
り
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
と
人
口
減
少
の
状

況
に
お
い
て
も
、
チ
ャ
ン
ス

を
捉
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
。

　
本
書
は
、
副
題
と
し
て

「
コ
ロ
ナ
は
生
保
業
界
に
何

を
も
た
ら
し
た
の
か
」
を
問

う
て
い
る
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
時
代
の
今
こ
そ
、
生
保
の

実
務
経
験
者
で
あ
り
保
険
研

究
者
で
あ
る
著
者
の
深
い
考

察
を
通
し
て
、
考
え
て
み
た

い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
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保
険
業
界
に
も
た
ら
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
考
察
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業
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